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あけましておめでとうございます。新年とともにいよいよ最後の学期が始まりました。

寒い時期ですが、子どもたちは元気に登校しています。今年もよく食べ、よく体を動かし

て、夜はしっかり休む。健やかな心と体で、成長していってほしいと願っています。 

給食室も子どもたちのために、おいしく安全で、食生活の手本となるような給食となる

よう努力してまいります。今年もよろしくお願いいたします。 

 １月 24〜30 日までの１週間は「全国学校給食週間」です。

学校給食は、明治 22（1889）年に山形県鶴岡市で初めて実施さ

れて以来、各地に広がりましたが、戦争のため中断されました。

戦後、食糧難による子どもの栄養状態の悪化を背景に、給食実

施の必要性が指摘され、世界からも給食用物資の寄贈がありま

した。 

そして昭和 22（1947）年、ついに学校給食は再開されたのです。世界からの善意に感謝の気持ち

をあらためて示すとともに、学校給食が戦後再びスタートできたことの意義を考え、その発展を

期し、また日本の学校給食の一番の特徴といえる教育の一環として給食が行われていることを、

子どもたちだけでなく学校関係者全員があらためて再確認する意味でも、 この「全国学校給食週

間」の取り組みを大切にしたいと思います。 

 子どもたちの食生活を取り巻く環境が変化し、食塩のとりすぎ、肥満傾向や逆に若年女性のや

せなどが懸念されている今日、学校給食は子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣

を身に付けるためにとても重要な役割を果たしています。 

多くは吐き気やおう吐、下痢などの症状が見られますが、人によっては発症しても軽い

かぜなどに似ているため気づかれにくいこともあるノロウイルス感染症。集団活動を行う

学校は、とくに感染が広がりやすい場所です。給食を食べる前のせっけんを使ったていね

いな手洗いや、配膳するときのマスク着用や清潔な身だしなみ、そして給食当番になった

児童・生徒はきちんと毎日自分の健康状態をチェックするなど予防に気をつけていきま

しょう。給食室も食品を介した感染が起きないよう厳重に注意しています。 

 全国学校給食週間とは、学校給食の意義や役割について理解と関心を高め、学校給食の

より一層の充実と発展を図ることを目的に行われています。全国各地で学校給食に関する

さまざまな行事が企画されています。本校の給食週間の献立もお楽しみに。 

ここでは昔なつかしい昭和の給食メニューを紹介します。現在の学校の献立と比較し

て、親子で話題にしてみましょう。 

   

 

 

 

  


